
●上位計画との整合性

「長岡市総合計画の将来像」（第1節 p.19より抜粋）

前より前へ！長岡 志を未来に活かし輝き続けるまち

長岡人の心に息づく 「米百俵」の精神を受け継ぎ、 未来に向かって志を大切にし、 まちづくりを支える人や産

業を積極的に応援します。

（多様な地域の） 「宝」を活かし、 磨き上げ、 さらに発展させることで、 「ふるさと長岡」への愛着と誇りを育

むとともに、市内から海外まで広く情報発信し交流を拡大するなど、まちの魅力を高める取り組みを進めます。

誰もが健やかに暮らすことのできる、 快適な暮らしと活気あるまちをつくり、 オ ール長岡で輝き続ける長岡を

目指します。

以上の上位計画における将来像を踏まえ、 文化財の保存・活用を図るための将来像を下記のとおり設定

しました。

地域計画の将来像

誰もがまちの魅h発伍者
～ふるさとの歴史文化を守り、 伝え、 愛着と誇りをもてる長岡に ～

この将来像の設定には、 長岡の歴史文化が市民の暮らしとどのように関わってくるのかを軍視しました。

具体的には、 以下の墓本的な方向性を実践していきます。

方向性1 方向性2 方向性3 方向性4 方向性5

知る 守る 伝える 活かす 育てる

歴史文化の調査・研 文化財の保存・修理 ・ 文化財の情報を発信 文化財を活かしたま 文化財の保存 ・活用

究・学習会を継続的 防災対策を達切に行 し、 人的交流の拡大 ちづくりや観光振興 の基盤となる人材育

に行います。 います。 と次世代への継承を を進めます。 成とネットワ ー クを

促します。 構築し、 地域の活力

向上につなげます。

この四つの方向性を実践することで（ふるさとの歴史文化を知り、 魅力を認識することで）、 市民ひと

りひとりが愛着と誇りをもって暮らし、 互いに支え合いながら文化財を継承していける長岡を目指します。

※なお、 今後実施予定のアンケー ト調査、 ワ ー クショップの怠見をまとめ、 将来像に反映する必要があります。
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第5章 文化財の保存 ・ 活用に関する将来像

●全体構成

本計画における歴史文化遺産の保存・活用に関する課題・方針の全体構成を以下に示します。

【将来像】

誰
も
が
ま
ち
の
魅
力
発
信
者

【方向性】

（方向性1)

知る

歴史文 化の調
査・研究・学習
会を継続的に行
います。

①文化財の把握調査と詳細調査
が不十分

②文化財の調査 ・ 修理の内容を
後世に伝える必要がある

③地域（地区 ・ 集落）の調査 ・

研究が隅々まで行き渡ってい
ない

（方向性2)

守る

文化財の保存・
修理・防災対策
を適切に行いま
す。

④文化財の適切な修理 ・ 管理が
必要

⑤文化財を次世代に保存 ・ 継承
する取組が不足している

⑥文化財とその周辺環境を含む
景観の保全が必要

⑦文化財の防災 ・ 防犯対策が十
分でない
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（方向性3)

伝える

文化財の情報を
発信し、人的交
流の拡大と次世
代への継承を促
します。

（方向性4)

活かす

文化財を活かし
たまちづくりや
観光振興を進め
ます。

（方向性5)

育てる

文化財の保存・
活用の基盤と
なる人材育成と
ネットワ ー クを
構築し、 地域の
活力向上につな
げます。

【課題】

⑧歴史文化の魅力を発信する多
種多様な手段が必要

⑨歴史文化の魅力発信にデジタ
ル技術が活用されていない

⑩歴史文化の魅力を体感 ・ 体験
する取組が不足している

⑪各地域の文化財関連施設が十
分に活用されていない

⑫文化財とまちづくりの更なる
連携が必要

⑬文化財と観光振興の更なる連
携が必要

行政の体制や所有者を支援す⑭る体制が十分に整っていない

⑮市民が文化財保護に関わる機
会が不足している

⑯文化財保護と学校教育の連携
が不足している

⑰文化財を広域で活用する取組
が不足している

【方針】

文化財の把握調査と詳細調査
①によって、掘り起こしと保護

を推進する

②文化財の調査 ・ 修理記録を報
告書として整理する

③市民による地域（地区 ・ 集落）
の調査 ・ 研究を促進する

④文化財の適切な修理 ・ 管理に
向けた支援 ・ 補助に取り組む

保存 ・ 継承の方針を定め、現
⑤状に即した保存 ・ 継承の取組

を推進する

景観行政と連携した取組を進
⑥め、文化財とその周辺環境を

含む景観を保全する

⑦文化財の防災 ・ 防犯対策を推
進する

各世代が歴史文化の魅力を理
⑧解 ・ 享受できる手段を用意す

る

デジタル技術の活用によって
⑨歴史文化の魅力をより多く、

広く発信する

体感 ・ 体験するイベント等を
⑩通して、歴史文化の魅力を発

信する

⑪各地域の文化財関連施設の活
用と連携を強化する

文化財を積極的に活用し、ま
⑫ちづくりのコンテンツとして

強化する

⑬文化財と観光振興の事業連携
を強化する

⑭地域全体で文化財保護活動を
支える取組を推進する

市民が文化財保護に関わる取
⑮組を推進し、興味関心を高め

る

文化財保護と学校教育の連携
⑯を函リ、地域への愛着と誇り

を醸成する

共通のテー マ ・ ストー リ ーに
⑰より関連市町村と文化財保護

の連携を図る
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